
野
矢
茂
樹
「
バ
ラ
は
暗
闇
で
も
赤
い
か
？
」
学
習
プ
リ
ン
ト
１

の

や

し
げ
き

課
題
一

▼
漢
字
・
語
句
▲
に
つ
い
て
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

問
１

次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
仮
名
を
書
き
な
さ
い
。

①

端
的
（

）

②

尽
力
（

）

③

素
描
（

）

④

闇
夜
（

）

⑤

傾
斜
（

）

⑥

振
幅
（

）

⑦

媒
介
（

）

⑧

雷
雨
（

）

問
２

次
の
傍
線
部
の
片
仮
名
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
送
り
仮
名
が
必
要
な
と
き
は
書
き
な
さ
い
。

①

ミ
ジ
ュ
ク
な
果
実
。（

）

②

力
が
オ
ヨ
バ
ナ
イ
。（

）

③

心
を
ウ
バ
ウ
。（

）

④

過
ち
を
オ
カ
ス
。
（

）

⑤

七
色
の
ニ
ジ
。（

）

⑥

ギ
ワ
ク
を
晴
ら
す
。（

）

⑦

平
衡
カ
ン
カ
ク
。

（

）

⑧

ガ
ス
バ
ク
ハ
ツ
。（

）

⑨

心
に
ヒ
ビ
ク
言
葉
。（

）

⑩

ガ
イ
ト
ウ
演
説
。

（

）

問
３

「
言
わ
ず
も
が
な
」
（
一
六
・

）
の
意
味
を
書
き
な
さ
い
。

16

（

）

課
題
二

▼
要
点
の
整
理
▲

空
欄
を
補
充
し
て
、
段
落
毎
の
要
点
を
ま
と
め
な
さ
い
。

●
第
一
段
落
（
初
め
～
一
四
・
７
）・
第
二
段
落
（
一
四
・
８
～
一
五
・

）
13

筆
者
は
、
光
は
色
が
存
在
す
る
た
め
の
条
件
で
あ
っ
て
、
色
を
①

〔

〕
す
る
た
め
の
条
件
で
は
な
い
と
気
づ
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
色
は
物
の
性
質
な
の
か
。
色
は
物
の
性
質
だ
と
言
い
た
く
な
る
が
、
物
が
わ
れ
わ
れ
に
引
き
起
こ
す
感
覚
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
感
覚
だ
と
す
れ
ば
、
色
は
②

〔

〕（
あ
る
い
は
③

〔

〕
）
の
内
に
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、

客
観
的
な
世
界
そ
の
も
の
は
④

〔

〕
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、
世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
が
あ
ふ
れ
、

そ
の
中
で
私
た
ち
が
生
き
て
い
て
、
そ
れ
は
客
観
的
世
界
だ
と
考
え
る
。
⑤

〔

〕
が
描
き
出
す
物
質
世
界
は
色
を

も
た
な
い
が
、
そ
れ
は
単
に
（

⑤

）
が
色
に
⑥

〔

〕
し
な
い
だ
け
で
あ
り
、
客
観
的
世
界
の
一
側
面
で
あ
り
、
そ

れ
だ
け
が
客
観
的
世
界
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

●
第
三
段
落
（
一
五
・

～
一
六
・
９
）・
第
四
段
落
（
一
六
・

～
一
七
・

）

14

10

11

世
界
は
色
に
満
ち
て
い
る
。
し
か
し
光
が
存
在
し
な
い
⑦

〔

〕
の
中
で
は
バ
ラ
は
赤
く
な
い
は
ず
だ
。
光
が
な
け

れ
ば
色
が
失
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
色
は
物
の
性
質
と
は
い
え
な
い
。
色
は
物
か
ら
光
が
⑧

〔

〕
し
て
（

②

）
の
内

に
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
覚
な
の
か
。
筆
者
は
判
断
で
き
ず
困
る
。

●
第
五
段
落
（
一
七
・

～
一
八
・
１
）・
第
六
段
落
（
一
八
・
２
～
終
わ
り
）

12

筆
者
は
、
虹
に
つ
い
て
考
え
、
困
惑
が
解
消
す
る
。
光
が
な
け
れ
ば
虹
は
で
き
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
虹
が
（

②

）

の
中
に
あ
る
と
考
え
る
人
は
い
な
い
。
光
は
虹
が
世
界
の
中
に
存
在
す
る
た
め
の
条
件
の
一
つ
で
あ
る
。
色
も
同
様
だ
。
光

が
な
く
な
っ
て
も
、
物
の
性
質
は
変
化
し
な
い
。
音
は
振
動
す
る
⑨

〔

〕
が
な
け
れ
ば
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
と
い

っ
て
音
は
（

③

）
の
内
で
は
な
く
世
界
に
あ
る
。
虹
や
雷
鳴
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
色
も
ま
た
、
感
覚
で
も
物
の
性
質

で
も
な
く
、
世
界
の
中
に
生
じ
た
⑩

〔

〕
な
の
で
あ
る
。



課
題
三

▼
各
段
落
の
要
約
▲

各
段
落
の
要
旨
を
一
文
な
い
し
二
分
で
ま
と
め
な
さ
い
。

第
六
段

第
五
段

第
四
段

第
三
段

第
二
段

第
一
段 段

落

一
八
・
２
（
だ
が
、
光

が
）
～
終
わ
り

一
七
・

（
色
は
物
の

12

性
質
だ
ろ
う
か
？
）
～

一
八
・
１
（
と
い
う
こ

と
に
な
る
。）

一
六
・

（
で
は
、
暗

10

闇
で
）
～
一
七
・

（
私

11

は
困
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。）

一
五
・
７
（
だ
が
、
私

は
）
～
一
六
・
９
（
そ

う
考
え
た
い
。）

一
四
・
８
（
色
は
物
の

性
質
だ
ろ
う
か
？
）
～

一
五
・
６
（
と
い
う
こ

と
に
な
る
。）

初
め
～
一
四
・
７
（
思

う
の
で
あ
る
。）

ペ
ー
ジ
・
行

議
論
５

「
結
論
」

議
論
４

「
光
は
色
が
生
ま
れ
る
条
件
」

議
論
３

「
議
論
２
へ
の
疑
問
」

議
論
２

「
議
論
１
へ
の
反
論
」

議
論
１

「
色
は
性
質
か
感
覚
か
」

問
題
提
起

各
段
の
要
旨
を
ま
と
め
て
み
よ
う


